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どんな地球外移住がある？ 
1. 小惑星、月 
2. 火星 
3. コロニー 

倫理問題を議論 

・Mars-one 
(2025年までに人を４人火星送る 
 2年毎に4人ずつ移住させる) 
・Elon Musk（SpaceX)の火星移住計画 
(2026年までに人を火星に送り、 
   最終的に持続可能な都市を建設） 

計画が具体化されつつあり、 
候補者の選定が進んでいるMars-one計画にFocus 

どのような情報がOpen? 



Mars One HPのFAQ  

Mars One ホームページ内の宇宙飛行士応募者用のFAQページ
に倫理についてという説明書きがある 



Mars-one HP FAQより 
“Is this ethical?”より要約 

1. 基本的に片道、しかし、いつかは帰れる技術が出来るはず 
2. 旅を出来る限り安全にするため、考えうる限りの危険を警戒 
3. 入念にトレーニングし、出発直前までいつでもdropout可能 
4. 火星での移住者のQOLを可能な限り高める 
 ・E-mailその他で地球と交信可能に 
 ・可能な限り多数の探検、調査の機会を提供 
 ・施設の増築能力を可能な限り準備 
5. 少なくとも2年毎に4人の飛行士を移住させる 
6. 片道切符は極端に聞こえるかも知れない。だが、オーストラリアに移
住した我々の祖先と丁度同じ。ボートで戻った移住者のように、火星に
ついた数年後にロケットを作って地球に帰って来れるかも知れない。 
7. 以上すべてを考慮して、人々を火星に移住することを許す事は、倫理
的に見て良心的(conscientious)と考える。 
参照：http://www.mars-one.com/faq/health-and-ethics/is-this-
ethical 

本当に倫理的にみて良心的？ 
文章を反対に見れば、制限が多い 



Mars-Oneの宇宙飛行士応募の
FAQにあたっての問題点 

 One Way（火星への片道切符）でいいのか？ 
 Apollo Programでは人員の地球帰還まで計画を立てていた 

 資金調達の問題 
 同FAQ上で、ビジネスプランはオリンピックのような収支だという 

 資金が途中で集まらなくなったらどうするのか？ 

 Heroism(ヒロイズム)を過剰に鼓舞している 
 オリンピックのアスリートにMars-Oneの宇宙飛行士を重ねている 

 参加者に躁的な認識を誘導しているのでは？ 

 ミッションが失敗した場合、責任は誰が負うのか 
 社会全体が鬱状態に陥るのでは？ 

 失敗につながる宇宙放射線や提供される医療の質などの危険につき、 

 おざなりの説明しかしていない 

 

説明責任を果たしていないのでは？ 
（HPで不誠実な情報提供） 
 



火星移住の実現にむけて 
（倫理的問題の解決） 

 社会的合意を形成する 
 →リスク・倫理的問題の検討を経る必要がある 

 ＦＡＱを見る限り、アメリカにおける不妊治療等のように、議論がま
だ熟していない。飛行士の本当の幸せを深く考える必要性がある 

 社会の合意形成のために必要なこと 
 最低限、宇宙飛行士の応募においてインフォームドコンセントをとる 

 Positiveな情報だけでなくNegativeな情報も伝えること 

 安定した資金源の確保をした後に人を送り込む 

 人の輸送について段階を踏んで安全性を確立（Apollo programを見
習って) 

 無人機の試験後に、すぐ人を火星に打上げない 

 人を載せたロケットの試験打上げを慎重に 

参照：http://www.mars-one.com/mission/roadmap 

難しい倫理的課題をどう解決するか 
 


